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平成 28 年 6 月 

一般財団法人建設業振興基金 

情報化評議会 

～ 元請企業向け ～ 
「CI-NET を活用した電子商取引説明会」のご案内 

 

現在、建設企業を取り巻く経営環境は多様化しており、生産の高度化に向けた取り組みを進めることが急務と

なっております。情報化評議会においては、企業間取引の効率化・高度化の促進および取引の適正化・透明

性の確保による法令遵守の促進を図るため、国土交通省と共に建設業における電子商取引の普及促進を行っ

ており、CI-NET は全国で 10,236 社（平成 28 年度 4 月末）にご利用いただいております。 

情報化評議会では、別添のとおり、元請企業向けの「CI-NET を活用した電子商取引説明会」を、平成 28 年

7 月 22 日(金)に大阪・愛知で、7 月 27 日(水)に新潟で開催いたします。本説明会では、電子商取引の紹介およ

び最近の元請企業の CI-NET による電子商取引の導入例を紹介いたします。CI-NET を導入することにより、郵

送費・人件費等の諸経費削減、契約業務等の生産性の向上、社内のコンプライアンス強化につながります。是非

とも本説明会にご参加をいただきたく、ご案内申し上げます。 

なお、秋口には東京での開催を予定していますが、東京開催につきましては、日程が決まりましたら改めてご

案内申し上げます。 

また、本説明会にご参加できない場合、個別に説明させていただくことも可能ですので、ご希望の場合は下記

担当までご連絡をお願いいたします。 

 

（参考）CI-NET： （Construction Industry NETwork）建設産業において電子的にデータ交換を行う電子商

取引の取引情報や通信方法のルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ 
一般財団法人建設業振興基金 情報化推進室 

TEL：03-5473-4573 FAX：03-5473-4580 
e-mail:ci-net@kensetsu-kikin.or.jp 
担当：鈴田、小西 
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CI-NET を活用した電子商取引説明会 
【概要】 

１． 主催 一般財団法人建設業振興基金 情報化評議会 
 

２． 対象者 調達・購買部門責任者クラスの方、情報システム部門責任者クラスの方 
 
３． 開催日時、会場(別添案内図参照） 

1) 大阪会場 平成28年7月22日(金) 9：30～11：30 
大阪建設業協会大阪府大阪市中央区北浜東1-30 
京阪本線 北浜駅あるいは地下鉄・京阪本線 天満橋駅 

2) 愛知会場 平成28年7月22日(金) 15：00～17：00 
愛知建設業会館名古屋市中区栄三丁目28番21号 
地下鉄名城線 矢場町駅 

3) 新潟会場 平成28年7月27日(水) 14：00～16：00 
新潟県建設会館新潟市中央区新光町7番地5 
JR新潟駅南口よりバス(県庁行き) 

 
４． 内容 

1) 国土交通省の電子商取引への取組、狙い（5分） 
講 演 概 要： 国土交通省における取り組みをご紹介します 
講 演 者 ： 国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課 担当官 

2) CI-NETの概要、最新動向および導入に向けた支援活動（5分） 
講 演 概 要： 業界におけるCI-NETの導入状況等の最新動向、企業規模等に応じたCI-NET

の導入・運用方法の検討、導入費用、社内外への説明資料の作成等、情報化評

議会の導入支援に関する取り組み等についてご紹介します。 
講 演 者 ： 情報化評議会 

3) CI-NETの導入事例紹介（50分） 
講 演 概 要： 大手ゼネコンのみならず、地方の中堅ゼネコンでも導入が進みつつあるCI-NET

の導入事例について、最新の導入企業より体験談をご紹介いただきます。 
講 演 者 ： 三井デザインテック株式会社(東京)： 

注文業務、出来高・請求・支払い業務に関するコンプライアンス遵守を、社内

システムと電子商取引を連携させることにより実現しています。 
西松建設株式会社(東京)： 

購買見積、注文業務からのスタートだが、当初より出来高・請求業務までも電

子商取引化による業務効率を求め、社内システムと一体化した仕組みを目指

しています。 
株式会社安藤・間(東京)： 

自社の経験のみならず、長年CI-NET導入および運用方法をアドバイスして

きた立場から、またCI-NETデータと社内システム(原価や工事システム)との

浅いあるいは深い連携方法を把握している立場から、電子商取引を話してい

ただきます。 
事務局： 

電子商取引の業務、操作等のイメージを紹介します。 
① 電子商取引の操作イメージ 
② 書面と電子データの2つの流れのイメージ 
③ 電子商取引は業務効率化となる手間の省けるイメージ 

4) 講演者との意見交換(45分) 
概 要 ： 皆様のCI-NETに関する疑問、課題など、講演者に体験に基づいて紹介してい

ただきます。 
プログラムは変更される場合があります。 
 

５． 参加費用  無料 
 

６． 説明会の申込方法 
別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、平成 28 年 7 月 15 日(金)までに【参加申込書】申込先宛に

FAX または E-mail で送付をお願いいたします。 
 複数名でお申し込みの場合は、「参加申込書」を 1 名ずつ作成願います。 以上
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CI-NET を活用した電子商取引説明会 

【会場案内】 
 

1) 大阪会場   

大阪建設業協会 大阪府大阪市中央区北浜東 1-30 

平成 28 年 7 月 22 日(金) 9：30～11：30 

 

http://www.o-wave.or.jp/public/profile/profile05.html 

京阪本線 北浜駅あるいは地下鉄・京阪本線 天満橋駅 

●地下鉄・京阪本線 北浜駅より東へ徒歩 6 分 

●地下鉄・京阪本線 天満橋駅より西へ徒歩 6 分 

●市バス天神橋駅下車すぐ 
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2) 愛知会場   

愛知建設業会館 名古屋市中区栄三丁目 28 番 21 号 

平成 28 年 7 月 22 日(金) 15：00～17：00 

 

 

http://www.aikenkyo.or.jp/03kyokai-annai/access.html 

地下鉄名城線「矢場町」駅下車、4 番出口より徒歩 2 分 

●名古屋駅から、地下鉄東山線「栄」で名城線に乗り換え、「矢場町」で下車。 

●金山駅から、地下鉄名城線に乗り、「矢場町」で下車。 

●市役所駅から、地下鉄名城線に乗り、「矢場町」で下車。 
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3) 新潟会場 

新潟県建設業会館 新潟市中央区新光町 7 番地 5 

平成 28 年 7 月 27 日(水) 14：00～16：00 

http://www.aikenkyo.or.jp/03kyokai-annai/access.html 

●JR 新潟駅からバス「県庁駅」で下車。 
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CI-NET を活用した電子商取引説明会 

【参加申込書】 
 

申込先 

 平成 28 年 7 月 15 日(金)までに、FAX または E-mail でご送付ください。 

 FAX 03-5473-4580  E-mai ci-net@kensetsu-kikin.or.jp 
 

【受講前アンケート】と一緒に送付してくださるようお願いいたします。 

 

参加希望日  

 □大阪会場 平成28年7月22日(金) 9：30～11：30 

□愛知会場 平成28年7月22日(金) 15：00～17：00 

□新潟会場 平成28年7月27日(水) 14：00～16：00 
貴社名 

 

所在地 〒 

都道 市区 

府県 町村 

部署名 

 

役職名 

 

氏名 

 

TEL (       ) 

FAX (       ) 

E-mail  

 

問い合わせ 
一般財団法人建設業振興基金 情報化推進室 

TEL：03-5473-4573 FAX：03-5473-4580 
e-mail:ci-net@kensetsu-kikin.or.jp 
担当：鈴田、小西 
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CI-NET を活用した電子商取引説明会 

【受講前アンケート】 

「参加申込書」と一緒に送付してくださるようお願いいたします。 

 

一般財団法人建設業振興基金 

情報化評議会 

 

お手数ではございますが、アンケートのご回答にご協力の程、よろしくお願いいたします。 

ご記入できる範囲で結構です。 

企業名：                 氏  名：             年間完工高／売上高：      億円.  

ＴＥＬ：                   メール：                                         .

 

 

 

Ｑ１： 今回の説明会で質疑応答を予定しています。質疑応答の事項等がありましたら、ご記入をお願

いいたします。 

例 記入欄 

・検討や導入の進め方について 

・メリットやデメリットについて 

・運用方法について 

・社内体制について 

・導入費用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２： 貴社の業務システムについて、あてはまる番号すべてに○をお付けください。 

① 積算システム 

② 見積システム 

③ 実行予算システム 

④ 原価管理システム 

⑤ 注文・購買システム 

⑥ 請求書発行システム 

⑦ 経理・会計システム 

⑧ その他（                                        ） 

 

利用システム名(□自社開発、□商品名)                                     . 

 

※個人情報の利用 

基金は、プライバシーポリシーに従い、本アンケートに記載された個人情報を厳正に管理し、CI-NET

に関連した案件に使用します。また後日、電子商取引あるいは回答内容について、情報化評議会委員

より確認、質問等の連絡をさせていただく場合がありますのでご了承ください。 

以上 

貴社の状況について 

H28/7/ 

№ 


